
2023年3⽉30⽇

販売用資料

～よくあるご質問にお答えします～

THE GRiPS*

足もとの運用状況をめぐる5つのギモン

Q1 : THE GRiPSは、どのような値動きをしているの？

Q2 : THE GRiPSの基準価額が、大きく下落しているの

はなぜ？

Q3 : 例えば目標リスク8％の場合、年率8％を超えて下

落することはないと思っていたが、そうではない

の？

Q5 : 今後、THE GRiPSの基準価額が回復する見込み

はあるの？

Q4 : THE GRiPSは、パフォーマンス向上のために何か

手を打っているの？

商 号 等：アセットマネジメントOne株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第324号

加入協会：一般社団法人投資信託協会
一般社団法人日本投資顧問業協会

＊One国際分散投資戦略ファンド（目標リスク2％／4％／6％／8％）を総称してTHE GRiPSと呼ぶ場合があります。

※巻末の「ご注意事項等」をご確認ください。



本文

※巻末の「ご注意事項等」をご確認ください。

0

50

100

150

200

250

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

19/11 20/11 21/11 22/11

純資産総額（右軸）

基準価額（左軸）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

19/11 20/11 21/11 22/11

純資産総額（右軸）

基準価額（左軸）

0

1,500

3,000

4,500

6,000

7,500

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

19/11 20/11 21/11 22/11

純資産総額（右軸）

基準価額（左軸）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

19/11 20/11 21/11 22/11

純資産総額（右軸）

基準価額（左軸）

 THE GRiPS（以下、各ファンドということがあります。）は2019年11月末から2023
年2月末までで、目標リスク8％が30.9％、目標リスク6％が24.5％、目標リスク4％
が17.3％、目標リスク2％が9.8％の下落となっており、各ファンドにとって厳しい環
境が続いています。

 特に①2020年1～3月と②2022年1月～12月の期間は、下落幅が大きくなっています。

設定来THE GRiPSは基準価額の下落傾向が継続

※上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後の価額です。換金時の費用・税金などは考慮していません。
※2023年2月28日時点で各ファンドの分配金実績はありません。

Q1：THE GRiPSは、どのような値動きをしているの？

【目標リスク8％】 【目標リスク6％】

【目標リスク4％】 【目標リスク2％】

②①（円）

（円）

（円）

（円）

（年/月） （年/月）

（年/月） （年/月）

（百万円）（百万円）

（百万円） （百万円）
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②①

②①

②①

※期間：2019年11月28日（ファンド設定日前営業日）～2023年2月28日（日次）



本文

※巻末の「ご注意事項等」をご確認ください。

2020年1月～3月の投資環境は“新型コロナ感染拡大による景気減速・業績悪化懸念”

※上記は投資環境の理解を深めるために簡便にまとめたものであり、すべてを表したものではありません。

多くの組入資産が下落

リスクオフで変動性上昇

新型コロナウイルス感染拡大

世界的な景気減速懸念

※期間：2019年12月30日～2020年3月31日
※THE GRiPSの騰落率は、基準価額ベース。なお、当該期間においてTHE GRiPSの分配金実績はありません。
※各資産の使用指数についてはP12の「当資料における使用指数」をご覧ください。
出所：ブルームバーグのデータをもとにアセットマネジメントOne作成
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 2020年1月～3月は、新型コロナウィルス感染拡大による世界的な景気減速懸念や業
績悪化懸念の広がりを受け、リスクオフの動きからリスク性資産の価格変動が大きく
なりました。

 THE GRiPSは分散効果の出にくい市場環境を受け、大きく下落しました。

Q2：THE GRiPSの基準価額が大きく下落しているのはなぜ？

①2020年1月～3月

 新型コロナウイルス感染拡大に伴い、
人の移動制限などの動きが世界的に
広がるなか、世界的な景気減速懸念
や業績悪化懸念などを背景に、リス
クオフの動きが急速に強まり下落し
ました。

※上記は過去の情報または運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。
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THE GRiPSの投資対象資産は“大半が下落”
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※巻末の「ご注意事項等」をご確認ください。

THE GRiPSの投資対象資産は“大半が下落”

2022年の投資環境は“世界的なインフレ進行による金利上昇”

世界的な金融政策引き締め

多くの組入資産が下落

債券価格下落 株式下落

金利上昇 リスクオフで変動性上昇

世界的なインフレ進行
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 2022年1月～12月は、世界的なインフレ進行による各国の金融政策引き締めを受け、
大半の投資対象資産が下落しました。

 特に、通常は価格のブレ幅が比較的小さい国内外の債券が大きく下落しましたが、年
後半から年末にかけてはその下落幅が小さくなりつつあります。

Q2：THE GRiPSの基準価額が大きく下落しているのはなぜ？

②2022年1月～12月

※上記は過去の情報または運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

※上記は投資環境の理解を深めるために簡便にまとめたものであり、すべてを表したものではありません。

※期間：2021年12月30日～2022年12月30日
※THE GRiPSの騰落率は、基準価額ベース。なお、当該期間においてTHE GRiPSの分配金実績はありません。
※各資産の使用指数についてはP12の「当資料における使用指数」をご覧ください。
出所：ブルームバーグのデータをもとにアセットマネジメントOne作成

 株式：ロシアのウクライナ侵攻など
による世界的なインフレ進行を背景
に、米連邦準備理事会（FRB）をは
じめとする各国中央銀行が積極的な
金融引き締め姿勢へと転換したこと
を受け、景気減速懸念が広がったこ
となどから下落しました。

 債券：世界的なインフレ進行を背景
に、各国中央銀行が積極的な金融引
き締め姿勢へと転換したことを受け、
長期金利は大きく上昇（債券価格は
下落）しました。
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本文

※巻末の「ご注意事項等」をご確認ください。

比較的リスクの低い債券も含め、足もとは各資産のリスクが上昇傾向

「リスク」とは下落率ではなく“リターンのバラつき具合”を表す数値

〇％ 〇+2×□％〇-2×□％ 〇-□％

年率平均リターン8％、リスク8％のファンドに
投資した場合の1年後のリターンのイメージ

〇は年率平均リターン、□はリスクを表します。

例えば目標リスク8％の場合、〇に8%,□に8％
をそれぞれ代入すると…

リターンは68.3％の確率で0％～+16％
（リターン8％±8％）におさまります。

リターンは95.4％の確率で-8％～+24％
（リターン8％±16％）におさまります。

〇+□％

８-2× 8 %

【リスク8%の場合】

８- 8 % ８+2× 8 %８+ 8 %

 「THE GRiPS目標リスク8％」は、基準価額の変動リスクを年率8％程度に抑えながら、
中長期的に安定的なリターンをめざすファンドです。

 「リスク」は基準価額の下落率ではなく、“リターンのバラつき具合”（バラつくリター
ンがおおむね収まる範囲）を表します。

 足もとは、比較的リスクの低い債券まで大きく下落し、各資産のリスクが上昇している
傾向が見られます。

Q3：例えば目標リスク8％の場合、年率8％を超えて下落することはないと

思っていたが、そうではないの？

※上記はイメージを示したものであり、全てのケースに当てはまるものではありません。

＊GRiPSマザーファンドの実績値。運用管理費用（信託報酬）、その他の費用、税金等は考慮していません。
※期間：2021年12月31日～2022年12月30日（日次）
※2021年12月31日の値を100として指数化
※各資産の使用指数についてはP12の「当資料における使用指数」をご覧ください。
出所：ブルームバーグのデータをもとにアセットマネジメントOne作成

※上記は過去の情報または運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。
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※巻末の「ご注意事項等」をご確認ください。

設定当初から現在までに投資対象資産を拡大

【設定当初（2019年12月）】 【現在（2023年2月）】

【資産配分比率の推移】

 各ファンドは統計的手法を用いて運用していますが、相場の変容に伴い運用モデ
ルをメンテナンスする必要があるか判断すべく、モデルの投資効果を日々精緻に
モニタリングしています。

 メンテナンスの一環として、基準価額の変動要因の分散をより精緻に行うべく投
資対象資産の拡大を行っています。

Q4：THE GRiPSは、パフォーマンス向上のために何か手を打っているの？

【目標リスク8％】 【目標リスク6％】

【目標リスク4％】 【目標リスク2％】

※期間：2019年11月29日（ファンド設定日） ～2023年2月28日（日次）
※比率は純資産総額に対する割合（邦貨換算）です。

※上記は過去の情報または運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。
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※巻末の「ご注意事項等」をご確認ください。

【ケース③】
インフレ鎮静化→景気後退懸念

債券価格の上昇が株式の下落を上回

れば、THE GRiPSに緩やかな追い

風となる環境

債券価格の上昇が株式の下落を下回

れば、THE GRiPSに厳しい環境

債券

株式

補えない場合

債券

株式

THE GRiPS
【ケース①】

インフレ進行→金融引き締め継続

債券価格下落、株式の下落が続き、

THE GRiPSに厳しい投資環境

債券

株式

【ケース②】
インフレ鎮静化→金融引き締め終息

債券価格安定・株式が上昇し、

THE GRiPSに追い風となる投資環境

厳しい状況

緩やかな追い風

厳しい状況

緩やかな追い風

補えた場合

債券価格の上昇が、株式の

下落を補えるかどうか

THE GRiPS

THE GRiPS

※上記は、市場環境が各ファンドに及ぼす影響について理解を深めるために簡易的に説明したイメージ図であり、各ファンドにおける各資産の組
入状況や市場動向により、上記のような影響を受けるかについて確定したものではありません。また、各ファンドに影響を及ぼすリスク要因は
上記に限りません。

 ケース②のように、インフレが鎮静化し金融引き締めが終息する局面は、THE 
GRiPSにとって追い風となる投資環境といえます。

 インフレ進行や景気後退懸念はあるものの、金融政策効果の浸透と共にいずれ
マーケットは落ち着きを取り戻していくと考えられます。

Q5：今後、THE GRiPSの基準価額が回復する見込みはあるの？

※上記は過去の運用実績および作成時点の見解であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。
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ファンド通信 One国際分散投資戦略ファンド（目標リスク2％／４％／６％／８％）

※巻末の「ご注意事項等」をご確認ください。
7

ファンドの特色

※資金動向、市況動向等によっては、上記の運用ができない場合があります。



ファンド通信 One国際分散投資戦略ファンド（目標リスク2％／４％／６％／８％）

※巻末の「ご注意事項等」をご確認ください。
8

ファンドの投資リスク



ファンド通信 One国際分散投資戦略ファンド（目標リスク2％／４％／６％／８％）

※巻末の「ご注意事項等」をご確認ください。
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ファンド通信 One国際分散投資戦略ファンド（目標リスク2％／４％／６％／８％）

※巻末の「ご注意事項等」をご確認ください。
10

お申込みメモ
（ご購入の際は、投資信託説明書（交付目論見書）をご確認ください。）



ファンド通信 One国際分散投資戦略ファンド（目標リスク2％／４％／６％／８％）

※巻末の「ご注意事項等」をご確認ください。
11

お客さまにご負担いただく手数料等について
詳細については、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

※上場投資信託（ETF）は市場の需給により価格形成されるため、上場投資信託（ETF）の費用は表示しておりません。
※上記手数料等の合計額等については、購入金額や保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。
※税法が改正された場合等には、税込手数料等が変更となることがあります。



ファンド通信 One国際分散投資戦略ファンド（目標リスク2％／４％／６％／８％）

※巻末の「ご注意事項等」をご確認ください。
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指数の著作権等

●MSCIコクサイ･インデックス、MSCIエマージング・マーケット・インデックスに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は
MSCI Inc.に帰属します。また、MSCI Inc.は同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

●FTSE世界国債インデックスは、FTSE Fixed Income LLCにより運営されている債券インデックスです。同指数はFTSE Fixed
Income LLCの知的財産であり、指数に関するすべての権利はFTSE Fixed Income LLCが有しています。

●東証株価指数（TOPIX）の指数値および東証株価指数（TOPIX）にかかる標章または商標は、株式会社JPX総研または株式会社JPX総
研の関連会社（以下「JPX」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など東証株価指数（TOPIX）に関するす
べての権利・ノウハウおよび東証株価指数（TOPIX）にかかる標章または商標に関するすべての権利はJPXが有しています。

●NOMURA-BPI総合の知的財産権その他一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属します。
なお、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社は、同指数の正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するも
のではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。

●JPモルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・プラスに関する著作権等の知的財産その他一切の権利はJ.P.モルガ
ン・セキュリティーズ・エルエルシーに帰属します。

当資料における使用指数等について

●国内株式：東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
●先進国株式：MSCIコクサイ・インデックス（円換算ベース、配当込み、為替ヘッジなし）
●新興国株式：MSCIエマージング・マーケット・インデックス（円換算ベース、配当込み、為替ヘッジなし）
●国内債券：NOMURA-BPI総合
●先進国債券：FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース、為替ヘッジなし）
●新興国債券：JPモルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・プラス（円換算ベース、為替ヘッジなし）
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※巻末の「ご注意事項等」をご確認ください。
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ご注意事項等

●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が作成した販売用資料です。

●お申込みに際しては、販売会社からお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

●各ファンドは、デリバティブ取引等を通じて、世界（⽇本を含む）の株式、債券、通貨、商品等の値動きのある資産等（外貨建資産には為替変動リスク

もあります。）に投資をしますので、市場環境、組入有価証券の発行者に係る信用状況等の変化により基準価額は変動します。このため、投資者のみな

さまの投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべ

て投資者のみなさまに帰属します。また、投資信託は預貯金とは異なります。

●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が信頼できると判断したデータにより作成しておりますが、その内容の完全性、正確性について、同社が保証

するものではありません。また掲載データは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するものではありません。

●当資料における内容は作成時点のものであり、今後予告なく変更される場合があります。

●投資信託は

（1）預金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。加えて、証券会社を通して購入

していない場合には投資者保護基金の対象にもなりません。

（2）購入金額については元本保証および利回り保証のいずれもありません。

（3）投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありますが、これによる損失は購入者が負担することとなります。
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商号 登録番号等
日本証券業

協会

一般社団法

人日本投資

顧問業協会

一般社団法

人金融先物

取引業協会

一般社団法

人第二種金

融商品取引

業協会

目

標

リ

ス

ク

8

%

目

標

リ

ス

ク

6

%

目

標

リ

ス

ク

4

%

目

標

リ

ス

ク

2

%

株式会社みずほ銀行 登録金融機関　関東財務局長（登金）第6号 ○ ○ ○ □ □ □

株式会社北海道銀行 登録金融機関　北海道財務局長（登金）第1号 ○ ○ □ □ □

株式会社常陽銀行 登録金融機関　関東財務局長（登金）第45号 ○ ○ □ □ □ □

株式会社十六銀行 登録金融機関　東海財務局長（登金）第7号 ○ ○ □

株式会社仙台銀行 登録金融機関　東北財務局長（登金）第16号 ○ □

株式会社大東銀行 登録金融機関　東北財務局長（登金）第17号 ○ □

株式会社長野銀行 登録金融機関　関東財務局長（登金）第63号 ○ □

株式会社富山第一銀行 登録金融機関　北陸財務局長（登金）第7号 ○ □ ※1 ※1

株式会社福邦銀行 登録金融機関　北陸財務局長（登金）第8号 ○ □ □ □ □

第一生命保険株式会社 登録金融機関　関東財務局長（登金）第657号 ○ ○ □ □ □ □

岡安証券株式会社 金融商品取引業者　近畿財務局長（金商）第8号 ○ □

大熊本証券株式会社 金融商品取引業者　九州財務局長（金商）第1号 ○ □ □ □ □

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者　東海財務局長（金商）第140号 ○ ○ ○ □

株式会社富山銀行 登録金融機関　北陸財務局長（登金）第1号 ○ ※1

株式会社滋賀銀行 登録金融機関　近畿財務局長（登金）第11号 ○ ○ ※1

○印は協会への加入を意味します。
□印は取扱ファンドを意味します。 2023年3⽉30⽇時点

販売会社（お申込み、投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は、以下の販売会社へお申し出ください。）

※1 新規募集の取扱いおよび販売業務を行っておりません。


